
令和 8 年 2 月 16 日 
 

 

ご来院の皆様へ 

新潟市内で発生した麻しん（はしか）に関して院内感染防止のお願い 

 

令和 8 年 2 月 12 日、新潟市内で麻しん（はしか）患者の届出がありました。 

報道資料によると、この麻しん患者が周囲へ感染させる可能性のある期間に、公共交通 

機関を利用していました。 

【麻しん患者が利用し、接触者を特定できない公共交通機関等】 

利用日 時間帯（目安） 患者が利用した施設など 

1 月 31 日（土） 18：12 東京発 20：07 新潟着 上越新幹線とき 337 号 10 号車 

1 月 31 日（土） 20：10 頃新潟駅発 新潟交通古町方面バス 

 

1/31 に上記の交通機関を利用された方へお願い 

麻しんの潜伏期間である 3 週間（1/31～2/21 まで）に、発熱や発疹など麻しんを疑う症状

を認めた場合は以下の対応をお願いします。 
 

1.当院を受診される患者の皆様 

現在通院中のご病気からの症状とは違う発熱や、かぜ症状を自覚した場合は、来院前

に通院中の診療科へ電話連絡をお願いします。必要な感染対策を実施できるよう調整させ

ていただきます。 
 

2.来院される患者さんの付き添いなどの皆様 

かぜ症状や発疹などを認める場合は、来院しないようお願いします。 

 

麻しんは空気感染し、初期症状は 2～3 日間続く「かぜ様症状（微熱、せき、鼻水、目やに）」

などで、この時期に周囲に感染させる可能性が高い特徴があります。 

院内感染の防止にご理解と協力をお願いします。 

 

新潟大学医歯学総合病院 病院長 


